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発行 かわごえ環境ネット ／ 編集 かわごえ環境ネット広報委員会 

最近の       から 

 環境に関する法令等の研修会を開催――――――――――社会環境推進委員会主催 

 廃棄物の処理や減量、リサイクルなどに関する法律・条例等の研修を目的として、第1回法令勉強
会が、2月17日農業ふれあいセンターで開催された。（参加者 14名） 
 講師は、市環境政策課鈴木主任にお願いし、同課の減量・リサイクル係で担当する分野の法律、条

例、市の要綱等を中心に、国と市（自治体）の具体的な施策における各法律の背景やその目的なども

加えて説明していただいた。 
 意見交換の場では、新年度から始まる「かわごえ環境推進員」制度と当ネットとの協働のあり方、

生ごみ堆肥化と市民農園、草木類のチップ化等々が話題となった。なお、環境問題に関わるこのよう

な研修は、これからも随時実施していくことになっている。 

 中心部のポケットパークを訪ねて――自然環境専門委員会・準備会 ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ報告 

 自然環境準備会では、去る1月19日（土）会員12名の参加のもと、川越市内の中心部に散在する
ポケットパークを訪ねるフィ－ルドワークを実施した。（仮）脇田町ふれあい広場から鏡山酒造跡地や

通町中央公園、赤間川児童公園、濯紫公園などを巡り、また道すがら古木の由来などの説明も聞き、

市民会館会議室で参加者の感想や提案をまとめているので、その一端を紹介する。 
○マンション建設に対しては、屋上緑化を義務付け、条例化のうえ市でも補助する。 
○ 都市公園のあり方は、自然との共生、生態系を重視した公園づくりを目指すこと。 
○ 神社・寺院に景観維持の協力を要請する。 
○ これからのパークには、バリアフリー化が必要である。 
 これらが、市の環境行政や関連する民間団体等の活動に生かされ、住みよい町づくりが進められる

ことを期待したい。（詳細報告書は事務局へお問い合わせください。） 
 

 

 
 
 
 
「川越市内の事業者の環境行動調査」の結果まとまる    
                    かわごえ環境ネット・川越環境保全連絡協議会協働事業 
 昨年12月、川越市内の事業者を対象に実施した、平成13年度「川越市内の事業者の環境行動調査」
の結果がまとまり報告された。事業者の環境問題に対する意識やその取り組みの現状等、かわごえ環

境ネットの事業展開にも参考となる事項が多々ある。（調査報告書の必要な方は事務局へ、また「かわ

ごえ環境ネットホームページ( ｱﾄﾞﾚｽ kawagoekankyonet.tripod.co.jp/ )」においても掲示します。） 
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    団体会員の紹介 

川越環境保全連絡協議会        連絡先 事務局（川越商工会議所 指導第二課内） 

                           担当 市川一好 ℡ 049‐229‐1850 
 川越環境保全連絡協議会は、昭和48年に創立された市内企業が組織する団体（会長 高木克弘 平

成14年3月1日現在会員数１２７社）です。創立当初は、日本経済の高度経済成長期にあたり、産業

公害による深刻な環境問題が全国各地で発生していました。昭和45年のいわゆる公害国会では、各種

の環境法令が制定され本格的な環境対策が始まりました。当会は、こうした社会的背景のなかで環境

関連法規の普及・啓発活動等により、企業の公害防止対策を支援してきました。 

 20 世紀末、地球規模での環境問題が懸念され、とりわけ生活環境型環境問題の解決が急務となり、

当会の活動も会員相互の情報交換の場から地域社会との連携を深める地域環境保全活動へと推移しま

した。 

 当会は、従来の規制などに対応する｢環境対応｣の時代から、地域環境保全、ひいては地球環境保全

のために自発的に高い目標に向って活動する｢地球環境保全｣の時代へ、地域社会の皆様と共に協働し

て参りたいと思います。未加入の企業の方には是非入会頂き、当会事業にご参加頂きたくお願い申し

上げます。詳細につきましては上記にお問い合わせ下さい。 

 

新河岸川を守る会            連絡先 事務局（川越市環境保全課環境衛生係内） 

                              ℡ 049‐224‐8811（内線2621） 

 新河岸川は埼玉県が管理する一級河川で、野田町１丁目地内を起点とし、川越市街地を西から北側

を廻って東に湾曲し、南東方面に武蔵野台地の裾に沿って流れています。川越市内で不老川、九十川

と合流し、その後柳瀬川、黒目川、白子川等の支流と合流した後に都内赤羽で荒川に合流し、隅田川

となって東京湾に注いでいます。新河岸川を守る会（会長 新井金作）は起点から不老川合流点まで

の約８㎞を活動の場としており、流域の28自治会で構成しています。 

 新河岸川はその昔、水浴もできたというきれいな川でしたが、昭和30年代の高度経済成長期の急激

な都市化により、荒廃し悪臭を放ち、雑草が生い茂る汚れた川となってしまいました。そこで再び新

河岸川に魚の住める水が流れ、往時の面影を取り戻すために、自分たちの手で住み良い環境を作らな

ければという思いから、昭和45年に自治会代表の有志の呼びかけによりこの会が発足いたしました。 

 このような団体は行政主導型が少なくありませんが、環境浄化運動は住民主体で展開されなければ

なりません。そこで住民側としてはゴミの不法投棄防止及び投棄物除去、雑草刈り取り、河川浄化啓

発などを受け持ち、行政側では護岸整備、下水道整

備、川底のヘドロ除去などを担当しています。 

 自治会ごとに実施する河川清掃や、当会が実施す

る清掃活動が着々と実を結び、また行政側でも護岸

整備や公園整備が進み、現在では錦鯉が遊泳する、

川越市民にとって、また川越を訪れる観光客にも喜

ばれる河川になっています。これからも積極的に河

川浄化活動に取り組んでいきたいと思っております。 
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   会員の広場（一言コーナー）                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ビオトープ仲間、この指とまれ！ 
         （個人会員 関口佳郎） 
 瑞穂国（ミズホノクニ＝水と稲穂の国）の日本は、

古代より湧水、水辺、沼地が多く、秋津洲（アキツ

シマ＝蜻蛉の国）とも呼ばれていました。川越は入

間川中心に発展した歴史ある街です。昔は河肥とも

書かれ武蔵丘陵の北に位置し、丘陵からの湧水、入

間川の伏流水、水鳥、川魚、水草、昆虫等自然が多

くありました。現在失われつつある自然を復元ある

いは保全することは急務であります。 
 今、それら水辺環境に関心のある会員が、湧水の

水量・水質検査をしたり、原生生物復活の夢を語ら

い、それを一歩一歩実現しようと活動しています。 
 水辺環境に関心のある方は仲間に入り一緒に活動

してみませんか。緑と水のある豊かな街づくりを目

指して・・ 

 ＜環境キーワード＞ 

 環境アセスメント（Environmental Assessmen

 環境影響評価のことで、開発行為を行う場合に、周辺

どのような影響を与えるかを調査・予測評価すること

人間活動の器であり、この器が持続可能な範囲内での人

でなければならないとした「意思決定過程の透明化」が

セスメントの本質である。 
 1972年、 政府が環境ｱｾｽﾒﾝﾄの推進を決めてから、2
1997 年 6 月 「環境影響評価法」がようやく成立、1
月施行された。（道路、水力発電所等１３項目）この間

年、閣議決定により、国が関与するダムや高速道路等大

発について、アセスメントを実施することを決めたが（

セス）法的裏付けもなく、環境アワセメントと言われた

 法の内容には、自治体や住民の意見からアセスメント

を決める「スコーピング」や、一定規模以下でも対象と

を判断できる「スクリーニング」制度もある。 埼玉県

響評価条例は 1995 年に制定され、現在は、構想や計画
段階での環境配慮を目指した、戦略的環境アセスメント

に取り組んでいる。 

 
 

 郊外を歩いて思うこと・・ 
        （個人会員 齋藤眞之助） 
 今年の桜は例年になく早く咲き始めて、彼岸の中

日で満開になったという。気象観測を始めて最も早

い記録だそうだが、懸念されている地球温暖化の影

響でなければ良いがと心配される。先日も新聞に、

極地の氷山や氷河が急速に減ってきていると報じら

れていた。 
 私は日頃、運動不足を補う意味でなるべく歩くこ

とを心掛けている。川越近郊には歩くのに好適なコ

ースも多く、緑が目に鮮やかになるこれからの季節

はその楽しさも倍加するのだが、いつも気になって

ならないのは道端に投げ捨てられている空きカンや

空きビン、ゴミを入れた袋などの多いことである。

中には粗大ゴミを林の中に捨てているのもあってマ

ナーの悪さが目につく。また、犬を連れて散歩して

いる人の中で、糞の始末もせず犬を放したままで歩

かせている人がいて、注意するとかえって凄まれる。

全く困ったものだ。 
t） 

 埼玉県環境影響評価条例にみる対象 
事業の例 （一般地域適用） 
○道路新設 
・自動車専用道路；車線数４以上 
・その他の道路；車線数４、長さ５km以上 
○道路改築 
・自動車専用道路：車線数増加 
・ その他の道路；車線数４、長さ５km以上 
○ダム；湛水面積50ha以上 
○廃棄物処理施設の設置、変更 
・ ごみ処理施設；1日の処理能力200ｔ以上 
・ 最終処分場；施行区域の面積10ha以上 
（その他土地区画整理事業等２０項目） 
◇調査・予測・評価の項目は、大気質から 
騒音、水質、生態系、景観、日照阻害、温 
室効果ガス等となっている。 
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   各団体の４月から６月の行事予定          

                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 
☆ 森林公園かんさつ会 

4/22（月）5/21（火）6/12（水） 
☆ 動植物調査 ― 毎月第1月曜日 
☆ 自然観察会  4/14(日)、5/12(日)、6/9(日) 
☆野草ﾊﾟﾄﾛｰﾙ  4/27～30 5/1～6 
☆玉原観察会  5/13，14 
 
問合せ先：谷津弘子 ℡049-224-9118 

● 雑木林に親しむ会 
☆ 林で早春の植物調べ  4/6（土） 
☆ チュ－リップの花見 4/14（日） 
☆ 林でキンラン・ギンラン  5/1（水） 
☆ 房総銚子、いわし料理 5/19（日） 
☆ 総会  6/9（日） 
 
問合せ先；過 昌司 ℡049-246-1155 

● 生態系保護協会（支部） 
☆雑木林探鳥会 4/28（日） 
☆越辺川ビオトープ巡り 5/12（日） 
☆ おはよう探鳥会 6/9（日） 
 
問合せ先；笠原啓一 ℡049-222-0957 

 
 
 
 
 
 

● 川越 巨樹・古木の会 
☆川越市外の樹木を見る（都幾川）4/7（日）
 

問合せ先；金子 晃 ℡049-232-1982 

 
 
 
 
 
 

 

 

● 小畔の会 
☆ 総会・笠幡公園花見会 4/13（土） 
☆ 第５回小畔川ﾘﾊﾞｰﾚﾝｼﾞｬｰ 5/11（土） 
☆ 荒川流域ﾈｯﾄﾜｰｸ水質調査 6/9（日） 
 
問合せ先；志賀宣宏 ℡049-233-3460 

● 川越市環境部 
☆ 新河岸川さくら祭り 4/7 (日) 
☆ 苗木無料配布 4/29（月） 
☆ ゴミゼロ運動 6/2（日） 
 
問合せ先；環境政策課 ℡049-224-8811 

～～～～事務局だより～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
かわごえ環境ネット総会を６月１日（土）午後１時より川越市立中央図書館(旧市立図書館)で
行います。また総会終了後、講演会を行います。講師は生態系保護協会・池谷奉文会長を予定し

ております。更にかわごえ環境ネットのシンボルマークの選考も行います。ぜひご参加ください。 
平成 14年度会費について平成 14年５月 31日(金)までに、個人会員 1,000円、民間団体・事
業者・行政2,000円を納入ください。納入方法は、昨年と同様郵便振替にて実施します。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～広報委員会だより～～～ 
」去る3月2日、県主催の「ふるさとの川綾瀬川再生の集い」が越谷市で催され、土屋知事の挨 
拶があった。知事は、環境庁長官時代を振り返り、同庁の最大のテーマは「環境アセスメント」 
の法制化であったことなどに触れ、今は、環境問題は議論の時は過ぎ、行動、実践の時であると 
語っていた。 
 かわごえ環境ネットの場が、市民一人ひとりの意識を高め行動することによって、よりよい生 
活環境と循環型社会への充実を図ることができればと願っている。 －志－ 
 

編集 かわごえ環境ネット広

事務局 〒350-8601 川越市元町
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